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「
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
開
か
れ
た
議

会
」を
目
指
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
議

会
報
告
会
の
開
催
日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、10
月
23
日（
火
）か
ら
10
月
26

日（
金
）の
日
程
で
、市
内
４
会
場
で
開
催

し
ま
す
。参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、そ
の
趣
旨
を
市

議
会
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

日
時
等
の
詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す

の
で
、皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。【
入
場
無
料
】

　

政
務
活
動
費
は
、市
政
に
関
す
る
議
員

の
調
査
研
究
等
の
活
動
の
た
め
に
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。（
1
人
月
額
４
万
円
）

　

市
議
会
で
は
、政
務
活
動
費
に
係
る
収

支
報
告
書
や
出
納
簿
、領
収
書
等
を
公
開

し
て
お
り
、市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

役
所
１
階
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

●
6
月
定
例
会
の
概
要

ぜひ、傍聴に
お越しください！

　

6
月
13
日（
水
）に
始
ま
っ
た
釧
路
市
議

会
第
2
回
6
月
定
例
会
は
、6
月
22
日

（
金
）に
10
日
間
の
会
期
を
終
え
閉
会
し
ま

し
た
。

　

開
会
日
の
冒
頭
、市
長
よ
り「
Ｊ
Ｒ
北

海
道
単
独
で
維
持
困
難
な
線
区
へ
の
対

応
」、「
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
の
見

直
し
」、「
市
立
釧
路
総
合
病
院
新
棟
建
設

の
延
期
」な
ど
に
つ
い
て
市
政
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
会
議
の
質
疑
・一
般
質
問
で
は
、16
人

の
議
員
が
登
壇
し
、子
育
て
支
援
、観
光
施

策
、福
祉
施
策
、防
災
対
策
、教
育
行
政
、

市
立
釧
路
総
合
病
院
の
新
棟
建
設
な
ど
に

関
す
る
質
問
が
あ
り
、多
岐
に
わ
た
り
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
各
委
員
会

に
お
い
て
は
、補
正
予
算
の
ほ
か
そ
れ
ぞ

れ
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
い

ま
し
た（
２
・
３
面
参
照
）。

22
日
の
本
会
議
採
決
で
は
、30
年
度
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な

ど
18
件
の
議
案
の
ほ
か
、「
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
推
薦
に
関
す
る
意
見
書
」な
ど
12
件

の
意
見
書
を
原
案
ど
お
り
可
決
、ま
た
、市

長
問
責
決
議
を
賛
成
少
数
で
否
決
し
、閉

会
し
ま
し
た（
４
面
参
照
）。

　

釧
路
市
は
、こ
れ
ま
で
釧
路
沖
地
震（
平

成
５
年
）を
は
じ
め
と
す
る
地
震
、津
波
な

ど
、幾
度
と
な
く
大
規
模
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
近
年
は
、洪
水
、内
水
氾
濫
、暴
風

波
浪
な
ど
に
よ
る
風
水
害
も
多
く
、こ
れ

ら
気
象
災
害
に
対
す
る
備
え
も
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
時
に
は
、議
会
と
市
が
災
害
関
連

情
報
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
共
有
は
も
と

よ
り
、協
力
・
連
携
し
、迅
速
か
つ
的
確
な

対
応
に
よ
り
、１
日
で
も
早
い
復
興
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
、さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
立
ち

向
か
う
べ
く
、私
た
ち
釧
路
市
議
会
は
、

「
釧
路
市
議
会
災
害
対
応
指
針
」を
策
定

し
ま
し
た
。安
心
・
安
全
、災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
釧
路
市
議
会
議
長　

渡
辺
慶
藏

　

※
指
針
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、10
月
開
催
予
定

の
議
会
報
告
会
に
お
い
て
も
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す（
下
段
参
照
）。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、「
釧
路
市
議
会
災

害
対
応
指
針
」を
策
定
し
ま

し
た
。

本会議
　市政報告
　提案説明
　質疑・一般質問

委員会採決
本会議
　委員長報告
　討論　
　採決

本会議
　質疑・一般質問

開催日 時　間

18:30～20:00

18:30～20:00

18:30～20:00

10:30～12:00

会 　場

釧路市中央図書館
（7階多目的ホール）

音別町コミュニティセンター

コアかがやき

コア鳥取

※（　）内は会派議員数

昨年の議会報告会の様子

（
文
責 

議
会
広
報
特
別
委
員
長　

松
尾
和
仁
）

会　派　名

合　　　計

交付額(円)
3,360,000
2,880,000
1,920,000
1,920,000
1,920,000
1,440,000
13,440,000

実績額(円)
2,032,405
2,251,360
1,621,607
1,347,866
1,394,388
1,219,755
9,867,381

返還額(円)
1,327,595
628,640
298,393
572,134
525,612
220,245
3,572,619

執行率(%)
60.49
78.17
84.46
70.20
72.62
84.71
73.42

自 民 ク ラ ブ  ⑺
市 民 連 合 議員団  ⑹
日本共産党議員団  ⑷
市 政 進 ク ラ ブ  ⑷
公 明 党 議 員 団  ⑷
新 創 ク ラ ブ  ⑶

10/26（金）

10/25（木）

10/24（水）

10/23（火）
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6月13日（水）～15日（金） 今定例会では16名の議員が登壇しました。その中から主な質問と答弁をお知らせします。

●６月13日（水）●６月14日（木）

※

２

※

１  

※

３

備
準
学
入
の
度
制
助
援
学
就

　問

め
早
に
前
学
入
を
期
時
給
支
の
金

支
て
育
子
る
な
ら
さ
、
で
と
こ
る

と
る
き
で
が
と
こ
る
げ
な
つ
に
援

。
い
た
き
聞
を
解
見、
が
る
え
考

給
支
前
学
入
の
金
備
準
同

　答

の
等
還
返
る
よ
に
ど
な
出
転
、
は

二
、
し
究
研
を
例
の
市
都
他
、
が
た

解
度
程
定
一
が
題
課
の
等
給
受
重

も
け
か
き
働
の
ら
か
委
教
道
、
か

て
し
対
に
生
学
中
な
要
必
が
備
準

向
に
施
実
給
支
の
月
３
年
来
、
は

。
い
た
き
い
て
し
討
検
け

る
す
減
軽
を
担
負
の
者
護
保

　問

格
価
の
等
服
制
の
校
学
中、
め
た

、
た
ま。
る
え
考
と
き
べ
す
査
調
を

服
制
「る
い
て
れ
わ
行
で
市
幌
札

い
つ
に
施
実
の」
市
ル
ク
イ
サ
リ

。
い
た
き
聞
を
解
見
の
市
て

服
制
の
定
指
の
校
学
中
立
市

　答

程
円
万
４
が
格
価
な
的
均
平、
は

な
に
円
万
６
約
と
る
え
揃
て
べ
す

幌
札、
た
ま。
る
い
て
し
握
把
と
る

Ｐ
市
路
釧
を
例
事
み
組
り
取
の
市

な
る
す
供
提
報
情
に
会
合
連
Ａ
Ｔ

、
け
向
に
減
軽
担
負
の
者
護
保、
ど

い
て
い
用
を
意
に
分
十
も
と
後
今

。
る
い
て
え
考
と
き
べ
く

償
無
の
費
療
医
の
児
学
就
未

　問

派
会
も
で
ま
れ
こ、
は
て
い
つ
に
化

、
か
ほ
た
き
て
げ
挙
で
望
要
策
政
の

そ
て
し
較
比
と
市
都
核
中
の
内
道

定、
め
た
い
な
い
て
し
達
に
準
水
の

大
拡
る
な
ら
さ、
も
て
い
お
に
会
例

で
ろ
こ
と
た
き
て
め
求
を
施
実
の

具
け
向
に
充
拡
度
制、
回
今。
る
あ

、
が
だ
と
こ
の
と
る
入
に
備
準
の
体

に
定
予
の
後
今
や
容
内
の
し
直
見

。
い
た
き
聞
て
い
つ答

担
負
的
済
経
の
帯
世
て
育
子

　

と
助
一
の
成
醸
の
感
心
安
や
減
軽

無
費
療
医
の
児
学
就
未、
う
よ
る
な

成
平
を
化
料

31

向
に
施
実
月
４
年

く
多
ど
な
祉
福
や
災
防、
は
市

　問

力
協
の
会
内
町
に
進
推
の
策
施
の

担
負
が
ら
れ
そ、
が
る
い
て
め
求
を

の
員
役
や
下
低
の
率
入
加、
り
な
と

、
し
握
把
を
態
実
の
こ。
る
え
考
と

り
取
け
向
に
減
軽
担
負
の
会
内
町

。
か
い
な
は
で
き
べ
む
組

足
不
手
り
な
の
員
役
会
内
町

　答

域
地
り
よ
に
化
様
多
の
観
値
価、
は

、
ど
な
る
な
に
薄
希
が
り
が
な
つ
の

る
れ
ら
え
考
が
因
要
な
ま
ざ
ま
さ

が
な
し
談
相
も
と
会
内
町
合
連、
が

の
会
内
町、
め
努
に
握
把
の
態
実
ら

り
取
て
げ
挙
を
庁
全
け
向
に
続
存

。
い
た
き
い
で
ん
組

で
課
１
を
業
事
援
支
て
育
子
る
い

し
用
活
を
＠
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｌ、
し
約
集

政
市
、
で
と
こ
る
す
信
発
報
情
て

が
る
え
考
と
る
ま
高
も
心
関
の
へ

。
い
た
き
聞
を
解
見

信
発
報
情
る
す
関
に
て
育
子

　答

。
る
い
て
え
考
と
要
重
は
実
充
の

ど
な
例
事
進
先
の
市
都
他
は
後
今

々
方
の
代
世
て
育
子
、
に
考
参
も

て
え
考
て
い
つ
に
方
り
あ
の
信
発

。
い
た
き
い

難
避
の
ら
か
域
地
難
困
難
避

　問

を
と
こ
る
す
と
用
利
車
動
自
、
は

い
お
に
」
画
計
難
避
波
津
市
路
釧
「

し
議
協
と
等
会
内
町
、
し
記
明
て

練
訓
る
よ
に
車
に
際
実
、
で
上
た

の
市
、
が
る
え
考
と
き
べ
う
行
を

。
い
た
き
聞
を
解
見

難
避
の
ら
か
域
地
難
困
難
避

　答

も
用
使
の
車
動
自
、
は
て
い
つ
に

。
る
い
て
し
識
認
と
る
あ
で
要
必

合
し
話
と
民
住
域
地
、
き
続
き
引

た
じ
応
に
情
実
、
ら
が
な
し
を
い

検
、
後
今
、
を
等
練
訓
や
法
方
難
避

。
い
た
き
い
て
し
討

場
揚
魚
設
市
路
釧
は
度
年
本

　問

終
最
の
画
計
化
全
健
の
計
会
業
事

資
り
お
ど
定
予
、
が
る
な
と
度
年

な
み
込
見
る
れ
さ
消
解
は
足
不
金

成
平
、
た
ま。
か
の

31

、
降
以
度
年

の
後
今
、
が
る
す
行
移
へ
計
会
他

。
い
し
ほ
て
し
示
を
み
込
見
支
収

定
算
の
入
収
要
主
も
度
年
今

　答

保
確
が
額
金
げ
揚
水
る
な
と
礎
基

足
不
金
資
、
り
あ
で
定
予
る
き
で

る
き
で
消
解
て
べ
す
は
て
い
つ
に

続
き
引
、
し
か
し。
る
い
て
え
考
と

れ
入
り
繰
の
ら
か
計
会
般
一
、
き

、
ら
か
と
こ
な
要
必
度
程
定
一
が

も
と
と
る
す
行
移
へ
計
会
別
特

。
い
た
り
図
を
し
直
見
の
出
支、
に

い
で
ん
組
り
取
に
う
よ
の
ど、
て

。
い
た
き
聞
か
の
く

、
め
じ
は
を
体
団
祉
福
い
が
障、
載

交
共
公、
関
機
融
金
や
関
機
療
医

行
を
知
通
別
個
の
へ
ど
な
関
機
通

広
い
わ
ぎ
に
か
な
ち
ま
「や
」
場

、
か
ほ
う
行
を
知
周
で
場
会
の」
場

市、
し
用
活
を
会
機
な
ま
ざ
ま
さ

つ
に
動
行
る
あ
の
り
や
い
思
の
民

で
ん
組
り
取
に
備
整
境
環
る
が
な

。
い
た
き
い

人
る
わ
関
に
続
存
の
体
治
自

　問

感
機
危
い
強、
は
て
し
対
に
少
減
口

今、
が
る
え
考
と
い
な
ら
な
ば
れ

く
い
で
ん
組
り
取
に
う
よ
の
ど、
後

。
い
た
き
聞
を
解
見
か
の

け
か
を
め
止
歯
に
少
減
口
人

　答

さ
化
性
活
を
済
経、
は
に
め
た
る

る
す
保
確
を
場
の
用
雇
の
者
若、
せ

本、
ら
か
と
こ
る
あ
で
要
重
が
と
こ

い
お
に」
想
構
本
基
り
く
づ
ち
ま

」
成
育
の
材
人
「」
化
性
活
済
経
「、
て

点
重
を
つ
３
の」
上
向
能
機
市
都
「

ん
組
り
取
に
策
施
種
各、
し
と
略
戦

。
く
い
で

共
公
合
複
区
地
浦
松
）
称
仮
（
　問

童
児
、
て
い
つ
に
業
事
備
整
設
施

も
日
一
は
民
住
域
地
や
者
係
関
館　答

川
、
館
童
児
浦
松
、
は
業
事
本

施
３
の
館
会
り
ど
み
北
鉄
、
館
会
北

と
こ
る
す
化
能
機
多
・
化
約
集
を
設

の
代
世
多
、
成
育
全
健
の
童
児
と
成

平。
る
い
て
し
と
的
目
を
進
促
流
交成

30

、
計
設
施
実
に
度
年

31

に
度
年

、
し
手
着
に
事
工
築
建

32

の
中
度
年

。
る
い
て
し
と
と
こ
す
指
目
を
用
供

象
気
、
年
近
、
は
通
号
１
園
北

　問

の
ら
か
水
排
渠
明、
り
よ
に
況
状
の

要
必
が
策
対
な
的
本
抜。
る
い
て
き

。
か
い
な
は
で

流
の
路
水
排
の
通
号
１
園
北

　答

た
し
設
埋
で
業
事
路
道、
は
設
施
末

計
道
水
下
は
径
管、
り
あ
で
管
水
排

に
配
勾、
の
の
も
る
回
下
干
若
を
画

計
道
水
下、
め
た
る
回
上
は
て
い
つ

る
す
有
を
力
能
下
流
の
等
同
と
画

適
、
は
後
今。
る
い
て
え
考
と
の
も

清
・
検
点
・
回
巡
の
設
施
水
排、
宜

維
の
能
機
水
排
な
切
適、
い
行
を
掃

。
い
た
め
努
に
持

ク
創
新

  

也
拓

　越
大

 

員
議

ク
創
新

也
拓

　越
大

 

員
議

子・
も
ど
子
『で
用
活
の
＠
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
「

」
を
信
発
報
情
の』
て
育

ク
民
自

 

均

　木
三

 

員
議

ク
民
自

 

均

　木
三

 

員
議

事
備
整
設
施
共
公
合
複
区
地
浦
松
「

護
保
て
い
つ
に
格
価
服
制
の
校
学
中
「

」
を
減
軽
担
負
の
者

明

　公

 

恵
初

　合
河

 

員
議

明

　公

 

恵
初

　合
河

 

員
議

進
政
市

 

介
恵

　澤
大

 

員
議

進
政
市

 

介
恵

　澤
大

 

員
議

つ
に
難
避
の
ら
か
域
地
難
困
難
避
「

」
て
い

党
産
共

 藤
工

   

志
正

 

員
議

党
産
共

 藤
工

   

志
正

 

員
議

学
入
を
期
時
給
支
の
金
備
準
学
入
「

」
に
前

合
連
民
市

 

田
岡

   

遼

　

 

員
議

合
連
民
市

 

田
岡

   

遼

　

 

員
議

向
に
化
料
無
費
療
医
の
児
学
就
未
「

」
は
負
抱
た
け

　
　明

　公

 

文
尚

　橋
松

 

員
議

　
　明

　公

 

文
尚

　橋
松

 

員
議

る
す
対
に
濫
氾
水
内
の
通
号
１
園
北
「

」
を
策
対
的
本
抜

ク
創
新

 

豊

　
　
　森

 

員
議

ク
創
新

 

豊

　
　
　森

 

員
議

収
の
計
会
業
事
場
揚
魚
設
市
路
釧
「

」
は
み
込
見
支

合
連
民
市

団

　田
宮

 

員
議

合
連
民
市

団

　田
宮

 

員
議

」
は
法
方
の
知
周
民

進
政
市

 

明
征

　永
松

 

員
議

進
政
市

明
征

　永
松

 

員
議」

は
策
対
の
へ
題
問
少
減
口
人
「

ク
民
自

 

悟
尚

　東
伊

 

員
議

ク
民
自

 

悟
尚

　東
伊

 

員
議

の
員
役
会
内
町
る
あ
で
足
不
手
り
な
「

」
を
減
軽
担
負

※1　LINE＠

※2　ヘルプマーク

※3　ヘルプカード

用語解説

　スマートフォンの通話アプリLINEを活用した情報発信方法。ビジネス目的で複数の相手にメ
ッセージや情報を送信できる。

　内部障がいや妊娠初期の方などが、周囲に配慮を必要としていることを知らせることで、援助
を得やすくなるよう作成したマーク。

　ヘルプマークを掲載したカードで、援助や配慮を必要とする方が携帯し、困った時に周りに提
示して手助けをお願いするために使う。

ライン

ラインアット

市議会ホームページ
で発言通告一覧をご
覧いただけます。
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6月13日（水）～15日（金）
質疑･一般質問
本会議

●６月15日（金）
問　

現
在
の
市
の
嘱
託
職
員
の
任
期

は
最
長
10
年
で
あ
り
、
ま
た
臨
時
職

員
も
、
再
度
雇
用
す
る
場
合
は
６
ヵ

月
の
空
白
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
が
、
平
成
32
年
度
か
ら
始
ま
る
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
。

答　

同
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
嘱

託
職
員
の
雇
用
期
間
10
年
の
上
限
は

な
く
な
る
。ま
た
、臨
時
職
員
は
、欠
員

が
生
じ
た
場
合
の
み
の
採
用
と
な
り
、

現
在
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
臨
時
職
員

は
、
全
て
同
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、

任
期
の
上
限
、お
よ
び
空
白
期
間
に
つ

い
て
も
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

共
産
党

村
上   

和
繁 

議
員

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移

行
に
伴
う
見
解
は
」

問　
「
Ｊ
Ｒ
釧
網
本
線
維
持
活
性
化

沿
線
協
議
会
」で
、同
路
線
の
強
み
を

生
か
し
た
利
活
用
を
探
る
た
め
、「
釧

網
本
線
利
活
用
可
能
性
調
査
事
業
」

な
ど
３
事
業
が
決
定
さ
れ
た
と
の
こ

と
だ
が
、そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

答　

同
協
議
会
で
は
、釧
網
本
線
と
連

動
し
た
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

手
法
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
し
、

そ
の
利
活
用
の
方
策
を
探
る
事
業
や
、

観
光
列
車
の
運
行
に
合
わ
せ
、ツ
ア
ー

参
加
者
へ
の
お
も
て
な
し
に
取
り
組

む
事
業
、気
運
醸
成
の
た
め
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

自
民
ク

草
島　

守
之 

議
員

「
釧
網
本
線
の
強
み
を
生
か
し
た
３

事
業
の
内
容
は
」

問　

再
犯
防
止
推
進
法
の
中
に
あ

る
、「
市
町
村
に
お
け
る
再
犯
の
防
止

等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る

計
画
」
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答　

同
法
に
お
い
て
、「
地
方
再
犯
防

止
推
進
計
画
」
の
策
定
は
市
町
村
の

努
力
義
務
と
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し

て
は
、
該
当
者
の
実
態
や
実
情
を
十

分
把
握
で
き
て
い
な
い
な
ど
の
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
等
の
刑
事
司

法
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
北
海
道
の
計
画
策
定
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

市
政
進 

鶴
間　

秀
典 

議
員

「
釧
路
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
策

定
す
べ
き
で
は
」

問　

終
戦
か
ら
73
年
が
経
過
し
、
戦

争
体
験
者
や
遺
族
が
減
っ
て
い
く

中
、
戦
争
体
験
を
次
の
世
代
に
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
釧
路
空
襲

の
体
験
者
の
話
」
を
映
像
と
音
声
で

残
す
事
業
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答　

釧
路
空
襲
の
体
験
談
な
ど
を
次

世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
は
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も
書
籍
と
し

て
ま
と
め
た
経
過
が
あ
る
が
、映
像
や

音
声
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
自
主

的
、
主
体
的
に
残
し
、
後
世
に
伝
え
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
、庁
内
関

係
課
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

共
産
党 

梅
津　

則
行 

議
員

「
戦
争
体
験
者
の
話
を
映
像
と
音
声

で
残
し
て
い
く
べ
き
」

問　

こ
こ
５
年
間
で
１
７
０
万
ト
ン

も
の
鉄
鋼
ス
ラ
グ
が
、
道
の
許
可
を

得
て
高
山
の
宅
地
造
成
計
画
地
に
搬

入
さ
れ
て
い
る
。隣
接
し
て
い
る
武

佐
川
の
水
質
汚
染
な
ど
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か
聞
き
た
い
。

答　

武
佐
川
は
水
質
汚
濁
防
止
を
図

る
必
要
性
が
高
い
公
共
用
水
域
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に
各
種
の
水

質
調
査
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
、
開

発
行
為
許
可
権
者
で
あ
る
北
海
道
と

も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
河
川
環

境
の
安
全
を
監
視
し
て
い
き
た
い
。

　

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
次
の
議

員
が
表
彰
さ
れ
、６
月
定
例
会
に
先

立
ち
、議
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

◆
議
員
在
職
20
年
以
上

　
　
　
　

続　

木　

敏　

博　

議
員

　
　
　
　

戸　

田　
　
　

悟　

議
員

共
産
党 

松
永　

俊
雄 

議
員

共
産
党

村
上   

和
繁 

議
員

自
民
ク

草
島　

守
之 

議
員

市
政
進 

鶴
間　

秀
典 

議
員

共
産
党 

梅
津　

則
行 

議
員

共
産
党 

松
永　

俊
雄 

議
員

「
高
山
へ
の
鉄
鋼
ス
ラ
グ
搬
入
に
伴
う

武
佐
川
の
汚
染
対
策
は
」

※

４

永
年
在
職
議
員
表
彰

永
年
在
職
議
員
表
彰

※４　再犯防止推進法

用語解説

　
「
小
学
校
の
運
動
会
は
、６
月
中
旬
ま
で
に

多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、ま
だ
寒
い
時
期

で
あ
り
、競
技
す
る
子
ど
も
た
ち
の
体
調
管

理
や
け
が
の
予
防
、応
援
す
る
保
護
者
の
た

め
に
も
、暖
か
い
時
期
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。」と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
教
育
委
員
会
で
は
、こ
れ
ま

で
も
校
長
会
の
場
で
開
催
時
期
の
変
更
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
お
り
、
本
年
度
は
３
校

が
前
年
度
よ
り
も
１
週
遅
く
開
催
し
て
い

る
。学
校
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で

大
き
く
時
期
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た
め
に
も
、
寒
さ
が

緩
和
す
る
６
月
下
旬
頃
で
の
開
催
に
つ
い

て
、
改
め
て
校
長
会
に
申
し
入
れ
を
し
た

い
」と
答
え
ま
し
た
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
８

月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
、
翌
21
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
・
相
談

開
始
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
の
体

制
に
対
し
、
市
と
し
て
踏
み
込
ん
だ
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。」
と

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
同
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
後

は
、
相
談
対
応
が
相
当
数
あ
る
と
想
定
し
て

お
り
、
セ
ン
タ
ー
長
の
意
向
を
聞
い
た
上
で

専
門
的
な
職
員
の
配
置
な
ど
、
体
制
づ
く
り

を
図
り
た
い
。ま
た
、市
や
商
工
会
議
所
、金

融
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
協
議
会
で
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

と
り
、
地
域
の
総
力
を
挙
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
。」と
答
え
ま
し
た
。

　
「
釧
路
市
立
高
等
看
護
学
院
の
授
業
料
お

よ
び
修
学
資
金
の
改
定
に
係
る
議
案
が
提

案
さ
れ
て
お
り
、内
容
は
授
業
料
が
月
額
１

万
５
千
円
か
ら
３
万
円
に
、修
学
資
金
が
２

万
１
千
円
か
ら
３
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。授
業
料
の
増
額
に
よ
る
学

生
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、修
学
資
金
の

改
定
額
を
授
業
料
増
額
分
に
合
わ
せ
て
、月

額
３
万
６
千
円
に
す
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し

い
。」と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
修
学
資
金
の
貸
与
額
に
つ
い
て

は
、市
内
の
医
療
機
関
や
道
内
他
都
市
の
奨

学
金
の
状
況
を
見
て
提
案
し
た
。こ
う
し
た

状
況
を
理
解
い
た
だ
い
た
中
で
、提
言
を
踏

ま
え
な
が
ら
、相
談
し
て
い
き
た
い
。」と
答

え
ま
し
た
。

　
「
産
炭
国
に
対
す
る
石
炭
採
掘
・
保
安
に

関
す
る
技
術
移
転
事
業
に
関
し
、今
般
、コ

ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
炭
鉱
技
術
者
が
初
め
て

来
釧
す
る
に
当
た
り
、受
け
入
れ
態
勢
に
万

全
を
期
す
た
め
、同
国
に
関
す
る
情
報
を
さ

ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
収
集
す
べ
き
で
は
な
い

か
。」と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
今
後
、コ
ロ
ン
ビ
ア
の
生
活

習
慣
や
文
化
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
、一
般

的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、市
内
に
滞
在
す

る
ス
ペ
イ
ン
語
に
長
け
た
方
か
ら
も
幅
広
く

収
集
し
、釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
と
も
共
有
し

て
い
き
た
い
。」と
答
え
ま
し
た
。

　
「(

仮
称)

釧
路
都
心
部
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、平
成
30
年
７
月
に
設
置

さ
れ
る
新
た
な
検
討
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。」と

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

理
事
者
は
、「
こ
れ
ま
で
の
有
識
者
検
討

部
会
に
変
わ
る
新
た
な
検
討
組
織
に
つ
い

て
は
、市
が
策
定
す
る
計
画
づ
く
り
等
の
推

進
を
目
的
と
し
て
意
見
や
助
言
を
行
う
も

の
で
あ
り
、そ
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、交

通
計
画
・
都
市
計
画
・
都
市
設
計
の
有
識
者

３
名
と
、北
海
道
お
よ
び
市
か
ら
数
名
の
参

加
を
調
整
中
で
あ
る
。オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
参

加
に
つ
い
て
も
現
在
検
討
中
で
あ
る
が
、９

月
議
会
で
詳
細
を
報
告
し
た
い
。」と
答
え

ま
し
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

踏
み
込
ん
だ
サ
ポ
ー
ト
を

「
修
学
資
金
の
増
額
」

市
立
高
等
看
護
学
院
授
業
料
に
合
わ
せ
増
額
を
「
釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
の
研
修
事
業
」

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
関
わ
る
積
極
的
な
情
報
収
集
を

「（
仮
称
）釧
路
都
心
部
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
」

新
た
な
検
討
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は

３常任委・２特別委
委員会審査委員会審査 今定例会では3常任委員会と2特別委員

会の審査を行いました。その中から主
な審査内容をお知らせします。

「
小
学
校
で
の
運
動
会
開
催
」

暖
か
い
時
期
に
見
直
し
を

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
金
安
　
潤
子 

委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
金
安
　
潤
子 

委
員
長

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
光
信 

委
員
長

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
松
橋
　
尚
文  

委
員
長

石
炭
対
策
・
関
連
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
豊 

委
員
長

都
心
部
市
街
地
整
備
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
和
繁 

委
員
長

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
光
信 

委
員
長

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
松
橋
　
尚
文  

委
員
長

石
炭
対
策
・
関
連
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
豊 

委
員
長

都
心
部
市
街
地
整
備
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
和
繁 

委
員
長

　正式名称：再犯の防止等の推
進に関する法律。
犯罪や非行をした人の再犯を防
ぐための施策を推進すること
で、安全で安心して暮らせる社
会の実現に寄与することを目的
とする法律。
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※ 市民連合⑸

議　　　　員　　　　提　　　　出　　　　議　　　　案

委　　　　員　　　　会　　　　提　　　　出　　　　議　　　　案

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

共
産
党   

梅
津　

則
行 

議
員

市
民
連
合   

佐
藤　

勝
秋 

議
員

新
創
ク   

森 　
　

  

豊  

議
員

共
産
党   

村
上　

和
繁 

議
員

〈
賛
否
の
討
論
〉

　

市
立
釧
路
総
合
病
院
新
棟
建
設
に
関
わ
る
議
案
第
51
号
・
第
63
号
・
第
64
号
に
つ

い
て
と
、こ
れ
に
関
す
る
市
長
へ
の
問
責
決
議
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、そ
れ

ぞ
れ
２
会
派
が
賛
否
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
立
病
院
新
棟
建
設
に
関
し
、共
産
党
議
員
団
よ
り「
議
会
と
し
て
市
長
の
責
任
を
問

う
」た
め
の
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
決
議
案
に
対
し
、反
対
あ
る
い
は
賛
成
の

立
場
か
ら
討
論
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

平成30年第２回６月定例会審議結果

平成30年度一般会計補正予算
平成30年度動物園事業特別会計補正予算
職員退職手当支給条例の一部を改正する条例
介護保険条例の一部を改正する条例

根室海峡海域におけるロシア連邦トロール漁船の操業抑制に関する意見書（提出先：衆・参議院議長、内閣総理大臣ほか３大臣）

非婚ひとり親に寡婦控除のみなし適用をする所得税法改正を求める意見書（提出先：衆・参議院議長、内閣総理大臣ほか３大臣）
「北海道主要農作物等種子条例」の制定を求める意見書  （提出先 ： 北海道知事）
日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める意見書（提出先：内閣総理大臣および厚生労働大臣）
ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意見書（提出先：内閣総理大臣ほか２大臣）
中標津町への（仮称）北海道立林業大学校設置に関する意見書（提出先：北海道知事）
地方財政の充実・強化を求める意見書（提出先：衆・参議院議長、内閣総理大臣ほか５大臣、内閣官房長官）
平成30年度北海道最低賃金改正等に関する意見書（提出先：衆・参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、北海道労働局長）
ライドシェアの推進に対する慎重な審議を求める意見書（提出先：衆・参議院議長、内閣総理大臣ほか３大臣、内閣官房長官）

市　　　　長　　　　提　　　　出　　　　議　　　　案
◎ 全会一致で可決（承認）となったもの　（24件）

条　　例

予　　算

そ の 他

そ の 他

専決処分

条　　例
病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
保健医療従事者修学資金貸与条例の一部を改正する条例
火災予防条例の一部を改正する条例

専決処分報告の件（平成29年度一般会計補正予算）

北海道・北東北の縄文遺跡群の世界遺産登録に向けた推薦に関する意見書（提出先：衆・参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、内閣官房長官、
文化庁長官）

財産取得の件

◎ 賛否が分かれたもの　（7件）

意  見  書

意  見  書

○賛成　×反対

件　　　　　名 会派名［（　）内は議員数］
平成30年度病院事業会計補正予算（議案第51号）
平成30年度病院事業会計補正予算（議案第63号）
税条例等の一部を改正する条例

条　　例

予　　算

決　　議

審議結果市民連合⑸自民ク⑺ 共産党⑷ 市政進⑷ 公　明⑷ 新創ク⑶
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

╳
╳
╳
╳
╳
╳

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決訴えの提起の件（議案第64号）

市長問責決議

市立高等看護学院条例の一部を改正する条例

市　　　　長　　　　提　　　　出　　　　議　　　　案
※

件　　　　　名 会派名［（　）内は議員数］ 審議結果自民ク⑺ 共産党⑷ 市政進⑷ 公　明⑷ 新創ク⑶
╳ ╳ ○ ╳ ╳ 否　決

議　　　　員　　　　提　　　　出　　　　議　　　　案

╳

【
市
長
問
責
決
議
に
つ
い
て
】

【
議
案
第
51
号
・
第
63
号
・
第
64
号
に
つ
い
て
】

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関
する条例の一部を改正する条例
放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部
を改正する条例

専決処分報告の件（税条例及び都市計画税条例の一部を改正する
条例）

旧優生保護法において実施された優生手術に対する補償等の早期解決を求める意見書（提出先：衆・参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、
内閣官房長官）

地方消費者行政に対する財政支援（交付金等）の継続・拡充を求める意見書（提出先：衆・参議院議長、内閣総理大臣、内閣府特命担当大臣（消費者
及び食品安全））・民生福祉常任委員会提出

家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

◎ 請願・陳情　（２件）     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○採択　×不採択

※ 市民連合の議員数は６人ですが、渡辺議長が採決に加わっていないため５人としています。

件　　　　　名 会派名［（　）内は議員数］

陳　　情

審議結果市民連合⑸自民ク⑺ 共産党⑷ 市政進⑷ 公　明⑷ 新創ク⑶

○

╳

○

○

○

╳

○

╳

○

╳

○

○

採　択

不採択

※

地方消費者行政に対する財政支援（交付金等）の継続・拡充を求
める意見書の件
訪問介護における「生活援助」の提供回数の制限撤廃を求める
意見書の件

◎ 委員会に提出された動議　（1件） ○賛成　×反対

＊ 公明の委員数は2人ですが、松橋委員長が採決に加わっていないため1人としています。

件　　　　　名 会派名［（　）内は委員数］

動　　議

審議結果市民連合⑵自民ク⑴ 共産党⑵ 市政進⑴ 公　明⑴ 新創ク⑴

╳ ╳ ╳ ╳╳○ 否　決

＊

市立釧路総合病院新棟建設の件について参考人の出席を求める動
議（民生福祉常任委員会）

　

市
立
病
院
新
棟
建
設
の
実
施
設
計
を
め

ぐ
り
、
市
と
業
者
と
で
は
大
き
な
認
識
の

違
い
が
あ
る
。例
え
ば
、設
計
図
の
作
成
段

階
で
市
か
ら
追
加
変
更
が
相
次
ぎ
、
経
過

に
つ
い
て
事
実
確
認
を
す
る
と
、
市
に
起

因
す
る
問
題
も
大
き
い
。ま
た
、調
整
率
や

建
設
単
価
な
ど
、
市
が
指
示
し
た
事
柄
に

も
不
明
な
点
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
審
査
す

る
た
め
要
求
し
た
資
料
も
、
重
要
な
部
分

が
黒
塗
り
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。さ

ら
に
は
、
相
手
側
の
合
意
が
な
い
中
で
の

録
音
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
会
議
録
な
ど
、

市
か
ら
の
一
方
的
な
報
告
や
問
題
の
あ
る

資
料
に
よ
る
審
査
し
か
で
き
な
い
状
態
で

は
、議
決
す
る
に
は
至
ら
な
い
。よ
っ
て
反

対
す
る
。

　

市
立
病
院
新
棟
建
設
の
実
施
設
計
の
納

品
が
、
委
託
業
者
に
よ
っ
て
期
日
ま
で
に

果
た
さ
れ
ず
、
着
工
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
こ
と
は
前
代
未
聞
の
事
態
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
建
設
を
進
め
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
災
害
復
旧
の
影
響
に
よ
る
建
設
費

の
高
騰
は
明
ら
か
で
、
信
頼
関
係
が
損
な

わ
れ
た
業
者
と
は
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
ら
れ
な
い
と
い
う
市
長
の
判
断
は
当

然
で
あ
り
、
大
い
に
評
価
で
き
る
。今
後
、

市
長
が
果
た
す
べ
き
責
任
は
、
病
院
が
将

来
に
わ
た
っ
て
担
う
機
能
を
し
っ
か
り
と

盛
り
込
ん
だ
新
た
な
新
棟
建
設
計
画
を
作

り
上
げ
、完
成
に
導
く
こ
と
で
あ
る
。市
民

や
管
内
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
う
る
病

院
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

　

市
立
病
院
新
棟
建
業
務
委
託
契
約
に
関

し
、
着
工
で
き
な
い
事
態
を
招
い
た
責
任

は
、
履
行
期
限
を
守
ら
な
か
っ
た
Ｊ
Ｖ
側

に
あ
る
と
考
え
る
。市
は
こ
れ
ま
で
、委
員

協
議
会
な
ど
で
着
工
の
延
期
と
契
約
解
除

に
至
る
経
過
を
明
ら
か
に
し
、
今
議
会
で

も
事
実
関
係
等
を
説
明
し
た
上
で
、
訴
訟

に
よ
り
客
観
性
を
持
っ
た
解
決
を
図
ろ
う

と
し
て
お
り
、
市
民
に
対
し
て
も
記
者
懇

談
会
や
各
種
会
合
、
市
政
懇
談
会
な
ど
で

も
説
明
を
す
る
と
し
て
い
る
。市
長
に
お

い
て
は
、
す
べ
て
の
世
代
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
今
一
度
し
っ

か
り
と
現
状
を
受
け
止
め
て
、
市
立
病
院

の
着
工
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。よ

っ
て
問
責
決
議
に
対
し
て
反
対
す
る
。

　
市
立
病
院
新
棟
建
設
の
着
工
延
期
に
際

し
、市
長
は
責
任
は
自
分
に
あ
る
と
発
言
し

た
が
、職
を
辞
す
る
ど
こ
ろ
か
減
給
の
申
し

出
も
な
い
。ま
た
、
市
長
が
早
い
段
階
か
ら

事
態
を
正
確
に
掌
握
し
て
い
れ
ば
、破
綻
を

未
然
に
防
ぐ
か
、
情
報
公
開
し
、
機
敏
な
対

応
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。こ
う
し

た
事
態
を
招
い
た
根
本
に
は
、増
改
築
を
新

棟
建
設
に
切
り
換
え
、十
分
な
時
間
的
保
障

も
な
い
ま
ま
推
し
進
め
た
市
長
の
判
断
ミ

ス
に
あ
る
。ま
た
市
長
は
、
こ
う
な
る
に
至

っ
た
多
く
の
疑
問
に
対
し
、訴
訟
を
理
由
に

ま
と
も
に
答
え
よ
う
と
せ
ず
、新
た
な
不
信

を
広
げ
て
い
る
。以
上
、
市
立
病
院
建
設
着

工
延
期
の
市
長
の
責
任
に
つ
い
て
問
責
決

議
案
に
賛
成
す
る
。


